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入
学
者
選
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本
事
項
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
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五
八
八

公
安
委
員
会

○
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
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転
車
の
安
全
利
用
の
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び
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車
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場
の
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備
に
関
す
る
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一
部
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…
五
八
九

改
正
す
る
法
律
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
の
指
定
の
一
部
改
正

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
百
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
都
留
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
一
三
九
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

富
士
吉
田
市
下
吉
田
字
法
華
堂
五
七
七
七
番
の
一

旧

九
・
〇

七
〇
・
〇

二
地
先
か
ら

富
士
吉
田
市
下
吉
田
字
新
田
五
四
九
九
番
の
一
地

新

九
・
〇

七
〇
・
〇

先
ま
で

九
・
〇
〜

八
一
・
〇

一
五
・
〇

山
梨
県
告
示
第
四
百
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
塩

山
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
塩
山
勝
沼
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

塩
山
市
大
字
牛
奥
字
柚
木
一
七
四
六
番
地
先
か
ら

旧

四
・
六
〜

一
〇
三
・
〇

塩
山
市
大
字
牛
奥
字
ズ
イ
ホ
ウ
一
七
五
八
番
の
一

七
・
〇

地
先
ま
で

新

四
・
六
〜

一
〇
三
・
〇

七
・
〇

八
・
六
〜

九
七
・
〇

一
七
・
四

公
　
　
　
告

'

平
成
十
六
年
度
製
菓
衛
生
師
試
験
の
実
施

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
九
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

五
八
五

山
梨
県
公
報
平
成
十
六
年九

月
九
日

第
千
五
百
八
号

木　曜　日



製
菓
衛
生
師
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
六

年
度
製
菓
衛
生
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
試
験
日
時

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

二
　
試
験
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
五
番
四
号
　
恩
賜
林
記
念
館
大
会
議
室
（
舞
鶴
城
公
園
内
）

三
　
試
験
科
目

１
　
衛
生
法
規

２
　
公
衆
衛
生
学

３
　
食
品
学

４
　
食
品
衛
生
学

５
　
栄
養
学

６
　
製
菓
理
論
及
び
実
技

四
　
受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

１
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
者
（
旧
国
民
学

校
令
（
昭
和
十
六
年
勅
令
第
百
四
十
八
号
）
に
よ
る
国
民
学
校
の
高
等
科
を
修
了
し
た
者
、
旧
中

等
学
校
令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
中
等
学
校
の
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者

又
は
製
菓
衛
生
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い

う
。）
附
則
第
二
項
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
製
菓
衛
生
師
養
成

施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
製
菓
衛
生
師
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の

２
　
学
校
教
育
法
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
二
年
以
上
菓
子
製
造
業
に
従
事
し
た
も

の
３
　
製
菓
衛
生
師
法
の
施
行
の
際
現
に
菓
子
製
造
業
に
従
事
し
て
い
る
者
（
学
校
教
育
法
第
四
十
七

条
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。）
で
あ
っ
て
、
菓
子
製
造
業
に
従
事
し
た
期
間
が
、
製
菓
衛
生
師
法

の
施
行
の
日
に
お
い
て
三
年
を
超
え
て
い
る
も
の
又
は
同
法
の
施
行
の
日
後
三
年
を
超
え
る
に
至

っ
た
も
の

五
　
受
験
願
書
の
提
出
方
法

住
所
地
を
所
管
す
る
保
健
所
に
提
出
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
山
梨
県
外
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、

山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
に
提
出
す
る
こ
と
。

六
　
受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
十
六
年
十
月
四
日
（
月
）
か
ら
同
月
八
日
（
金
）
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（

平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及

び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
平
成
十
六

年
十
月
八
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す
る
。

七
　
提
出
書
類

１
　
受
験
願
書

２
　
履
歴
書

３
　
四
に
掲
げ
る
受
験
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

４
　
写
真
（
出
願
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
名
刺
型
（
縦
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
五
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）、
無
帽
、
正
面
上
半
身
の
も
の
で
、
裏
面
に
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記
載
し
た
も

の
）
一
枚

５
　
法
第
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
試
験
科
目
の
免
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
免
除
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

八
　
受
験
手
数
料

九
千
四
百
円
（
受
験
願
書
に
九
千
四
百
円
に
相
当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
、

消
印
は
し
な
い
こ
と
。）

手
数
料
は
、
出
願
を
取
り
消
し
、
又
は
受
験
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し
な
い
。

九
　
問
い
合
わ
せ
先

受
験
手
続
そ
の
他
に
関
し
て
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
又
は
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
（
電

話
〇
五
五
―
二
二
三
―
一
四
八
九
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

'

松
く
い
虫
駆
除
命
令
内
容
の
公
表

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
駆
除
命
令
を
行
う
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
公
表
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
区
域
及
び
期
間

１
　
区
域

塩
山
市
の
区
域
内
に
存
す
る
松
林
の
区
域
の
う
ち
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
及
び

峡
東
地
域
振
興
局
林
務
環
境
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

２
　
期
間

平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
月
六
日
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
九
日

五
八
六



二
　
森
林
病
害
虫
等
の
種
類

松
く
い
虫

三
　
行
う
べ
き
措
置
の
内
容

１
　
松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
樹
木
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
樹
木
を
伐
倒
し
て
、

当
該
樹
木
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
樹
木
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
樹
木
を
は
く
皮

し
た
う
え
、
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

２
　
松
の
伐
採
跡
地
で
あ
っ
て
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
根
株
の
存

す
る
も
の
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
跡
地
に
存
す
る
当
該
根
株
並
び
に
松
く

い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
に
薬
剤
を
散
布
し
、
又
は
当
該
根
株
を
は
く
皮

し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る

枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

３
　
松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
伐
採
木
等
（
伐
採
さ
れ
た
樹
木
そ
の
他

土
地
か
ら
分
離
し
た
樹
木
の
幹
及
び
枝
条
（
用
材
及
び
薪
炭
材
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
木
等
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
伐

採
木
等
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
伐
採
木
等
を
は
く
皮
し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が
付

着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る

こ
と
。

四
　
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
理
由

一
の
１
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
お
い
て
前
年
度
中
に
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
並
び
に
本
年
度
に
お
け
る
気
象
条
件
及
び
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
の
発
生
状
況
に
か
ん

が
み
、
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
異
常
に
ま
ん
延
し
、
一
の
１

の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め

五
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

１
　
三
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
、
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
森
林
病
害
虫
防
除
員
の
指
示
に
従

う
こ
と
。

２
　
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
者
又
は
そ
の
代
理
人
は
、
当
該
措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
峡

東
地
域
振
興
局
を
経
由
し
て
、
知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
３
に

よ
り
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
三
に
掲
げ
る
措
置
に
伴
う
損
失
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
申
請
書
を
当
該

措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
峡
東
地
域
振
興
局
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
そ

の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
当
該
申
請
者
が
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
、
損
失
補
償
金
の
額
を
決
定
し
、
及
び
損
失
補
償
金
を
交
付
す
る
。

４
　
知
事
は
、
三
の
１
に
規
定
す
る
樹
木
、
三
の
２
に
規
定
す
る
伐
採
跡
地
又
は
三
の
３
に
規
定
す

る
伐
採
木
等
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
が
、
一
の
２
に
定
め
る
期
間
内
に
三
に
掲
げ
る
措
置

を
行
わ
な
い
と
き
、
行
っ
て
も
十
分
で
な
い
と
き
、
又
は
行
う
見
込
み
が
な
い
と
き
は
、
当
該
措

置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
知
事
は
、
４
の
措
置
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
措
置
の
費
用
の
額
が
、
三
に
掲
げ
る
措

置
を
行
う
べ
き
者
が
自
ら
当
該
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
っ
た
と
し
た
場
合
に
そ
の
者
が
受
け

る
こ
と
と
な
る
べ
き
損
失
補
償
金
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
額
に
相
当
す
る

額
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

南
ア
ル
プ
ス
市
上
今
諏
訪
字
御
勅
使
先
七
一
三
、
七
一
三
の
二
、
七
一
四
の
一
、
七
三
四
の
二
、

七
三
五
の
二
、
七
三
五
の
四
、
七
三
六
の
一
、
七
三
六
の
五
、
七
三
七
の
一
、
七
三
七
の
二
、
七
三

七
の
三
、
七
三
八
の
一
、
七
三
九
の
一
、
七
四
一
の
一
、
七
四
二
、
七
四
三
の
一
、
七
四
五
の
一
、

七
四
七
、
七
四
八
の
一
、
七
五
〇
、
七
五
一
、
七
五
二
、
七
五
三
、
七
五
三
の
二
、
七
五
四
、
七
五

五
、
七
五
六
、
七
五
七
、
七
五
八
、
七
五
九
の
一
、
七
五
九
の
四
、
七
六
〇
の
一
、
七
六
〇
の
三
、

七
六
一
の
一
、
七
六
三
の
四
、
七
六
三
の
五
、
七
七
四
、
七
七
四
の
二
、
七
七
六
及
び
七
七
七
の
一

の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
高
畑
一
丁
目
十
番
四
号
　
清
水
工
機
株
式
会
社
　
取
締
役
社
長
　
清
水
太

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
東
中
島
字
上
河
原
一
三
〇
八
の
七
、
一
三
〇
八
の
八
、
一
三
〇
八
の
九
及
び

一
三
一
〇
の
四
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
九
日

五
八
七



水
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
昭
和

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
東
中
島
千
三
百
八
番
地
一
　
深
澤
孝
之

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
田
富
町
東
花
輪
字
上
西
河
原
四
三
の
一
、
四
三
の
二
、
四
三
の
四
、
四
三
の
五
、
四
三

の
六
、
四
三
の
七
、
四
三
の
八
、
四
四
の
一
、
四
四
の
二
、
四
四
の
三
、
四
四
の
四
、
四
四
の
五
、

四
四
の
六
、
四
五
の
一
、
四
五
の
三
、
四
五
の
四
、
四
五
の
五
、
四
五
の
六
、
四
六
の
五
及
び
四
六

の
六
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
田
富

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
緑
が
丘
二
丁
目
十
三
番
三
十
五
号
　
川
口
不
動
産
コ
ン
サ
ル
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

川
口
修
時

'

換
地
処
分
の
実
施

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
圃
場
整
備
事
業
（
須
玉
地
区
第
二
工
区
）
の
換
地
処
分
を
平
成
十
六
年
八
月
二
十
六
日
実
施
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

教
育
委
員
会

'

平
成
十
七
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
基
本
事
項
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
（
甲
陵
高
等
学
校
及
び
大
月
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
を
除

く
。）
入
学
者
選
抜
の
基
本
事
項
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
金
　
　
丸
　
　
康
　
　
信

Ⅰ
　
一
般
入
学
者
選
抜

一
　
出
願
期
間

平
成
十
七
年
二
月
八
日
（
火
）
か
ら
同
月
十
日
（
木
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
す

る
。
た
だ
し
、
同
月
十
日
（
木
）
は
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
と
す
る
。

二
　
選
抜
方
法

調
査
書
及
び
学
力
検
査
の
結
果
を
総
合
し
て
行
う
。

三
　
学
力
検
査

１
　
検
査
期
日

平
成
十
七
年
三
月
三
日
（
木
）

２
　
検
査
教
科
及
び
配
点

イ

検
査
教
科
は
、
国
語
（
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
「
書
く
こ
と
」
の
領
域
を
含
む
。）、

社
会
、
数
学
、
理
科
及
び
英
語
（
リ
ス
ニ
ン
グ
検
査
を
含
む
。）
の
五
教
科
と
す
る
。

ロ
　
配
点
は
、
各
検
査
教
科
百
点
と
す
る
。
た
だ
し
、
理
数
科
、
英
語
科
、
文
理
科
、
国
際
教

養
科
、
全
日
制
普
通
科
（
単
位
制
）
及
び
総
合
学
科
の
選
抜
並
び
に
普
通
科
の
コ
ー
ス
指
定

に
つ
い
て
は
、
検
査
教
科
の
配
点
を
変
え
て
行
う
。

３
　
検
査
時
間

国
語
は
五
十
五
分
と
し
、
社
会
、
数
学
、
理
科
及
び
英
語
は
各
四
十
五
分
と
す
る
。

四
　
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日
（
金
）
の
午
前
十
一
時

Ⅱ
　
推
薦
入
学

一
　
出
願
期
間

平
成
十
七
年
一
月
十
四
日
（
金
）
か
ら
同
月
十
八
日
（
火
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

と
す
る
。
た
だ
し
、
同
月
十
五
日
（
土
）
及
び
同
月
十
六
日
（
日
）
を
除
き
、
同
月
十
八
日
（
火
）

は
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
と
す
る
。

二
　
選
抜
方
法

調
査
書
、
志
願
理
由
書
、
推
薦
書
、
面
接
及
び
各
高
等
学
校
長
等
が
定
め
る
検
査
を
総
合
し
て

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
九
日

五
八
八



行
う
。

三
　
検
査
期
日

平
成
十
七
年
一
月
二
十
六
日
（
水
）
及
び
同
月
二
十
七
日
（
木
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
志
願
者

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
同
月
二
十
八
日
（
金
）
を
含
め
て
三
日
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
入
学
許
可
予
定
者
の
内
定

平
成
十
七
年
二
月
一
日
（
火
）
付
け
で
中
学
校
長
に
内
定
通
知
書
を
送
付
す
る
。

五
　
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

一
般
入
学
者
選
抜
の
入
学
許
可
予
定
者
と
併
せ
て
行
う
。

Ⅲ
　
再
募
集

一
　
出
願
期
間

１
　
全
日
制
課
程

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日
（
金
）
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
同
月
十
四
日
（
月
）

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
及
び
同
月
十
五
日
（
火
）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
と
す

る
。

２
　
定
時
制
課
程

平
成
十
七
年
三
月
十
五
日
（
火
）
か
ら
同
月
二
十
二
日
（
火
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
月
十
九
日
（
土
）
か
ら
同
月
二
十
一
日
（
月
）
を
除
き
、
同
月
二

十
二
日
（
火
）
は
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
と
す
る
。

二
　
選
抜
方
法

一
般
入
学
者
選
抜
の
学
力
検
査
結
果
及
び
調
査
書
並
び
に
再
募
集
に
当
た
っ
て
の
面
接
及
び
作

文
又
は
新
た
に
行
う
学
力
検
査
の
結
果
を
総
合
し
て
行
う
。
た
だ
し
、
定
時
制
課
程
に
つ
い
て
は
、

調
査
書
、
再
募
集
に
当
た
っ
て
の
学
力
検
査
及
び
面
接
に
基
づ
い
て
行
う
。

三
　
検
査
期
日

１
　
全
日
制
課
程
　
平
成
十
七
年
三
月
十
六
日
（
水
）

２
　
定
時
制
課
程
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
三
日
（
水
）

四
　
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

１
　
全
日
制
課
程
　
平
成
十
七
年
三
月
十
八
日
（
金
）
の
午
前
十
一
時

２
　
定
時
制
課
程
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
五
日
（
金
）
の
午
前
十
一
時

Ⅳ
　
実
施
要
項

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
平
成
十
七
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
等
入
学
者
選
抜
実
施
要

項
に
よ
る
。公

安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
九
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
鰍
沢
警
察
署
の
部
西
島
警
察
官
駐
在
所
、
切
石
警
察
官
駐
在
所
及
び
飯
富
連
絡
所
の
項
中

「
南
巨
摩
郡
中
富
町
」
を
「
南
巨
摩
郡
身
延
町
」
に
改
め
、
同
表
市
川
警
察
署
の
部
下
部
警
察
官
駐
在

所
、
久
那
土
警
察
官
駐
在
所
、
常
葉
警
察
官
駐
在
所
及
び
古
関
連
絡
所
の
項
中
「
西
八
代
郡
下
部
町
」

を
「
南
巨
摩
郡
身
延
町
」
に
改
め
、
同
表
富
士
吉
田
警
察
署
の
部
本
栖
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
西
八

代
郡
下
部
町
」
を
「
南
巨
摩
郡
身
延
町
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
九
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
四
号

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
の
指
定（
平
成
六
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
九
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
九
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

「
、
同
郡
下
部
町
」
及
び
「
、
同
郡
中
富
町
」
を
削
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
九
日

五
八
九



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
八
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
九
日

五
九
〇


